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論文概要書 
「関帝文献」の研究 
伊藤 晋太郎 
 
三国蜀の武将である関羽は後世に「関帝」として神格化されて信仰の対象となった。関
帝信仰の高まりと共に、元代以降、関羽／関帝の伝記や伝説、関羽／関帝に関する評論や
詩詞などを収録した文献が数多く出版された。本論文ではこれらを「関帝文献」と総称す
る。本論文は、「関帝文献」がいったい如何なるものであるのかを解明することを目的とす
る。具体的には、多種の「関帝文献」は総体として如何なる特徴や性格を持つのか、各文
献にはそれぞれどのような特色があるのか、「関帝文献」は如何なる目的で出版されたのか、
「関帝文献」は関帝信仰の中でどのように位置づけられるのか、などである。これらを解
明するにあたって、本論文では、それぞれの文献を構成する内容（篇）のうち、文献間に
共通する内容に注目して比較分析・検討を行なうという手法を採る。文献間に共通する内
容について分析・検討することは、総体としての「関帝文献」の特質を解明するのに有効
であるだけでなく、かえって個々の文献の特色や傾向を浮き彫りにしたり、それぞれの文
献の位置づけについて明らかにしたりすることにもつながるからである。 
本論文の構成は以下の通りである。 
 
序論 
第一章 「本伝」篇と「翰墨」篇について 
第一節 「本伝」篇の内容と傾向 
第二節 「本伝」篇に見える特殊な事例 
第三節 「翰墨」篇に見える関羽／関帝の手紙について 
第二章 関帝の容貌について 
第一節 関帝の肖像について 
第二節 関帝のほくろについて 
第三節 関帝のひげについて 
第三章 「関帝聖蹟図」について 
第一節 「関帝聖蹟図」と「孔子聖蹟図」 
第二節 「関帝聖蹟図」の構成要素について 
第三節 「関帝聖蹟図」と『三国志演義』 
結論 「関帝文献」出版の目的 
 
序論では、本論文における研究対象と研究の意義を明確にするにあたって、まず「関帝
文献」を生み出した関帝信仰の歴史的流れを概観した。次いで「関帝文献」について定義
づけを行ない、元代以降に世に出た数多の「関帝文献」を成立順に一覧する。併せてこれ
らの「関帝文献」について従来どのような研究がなされてきたのかを振り返り、その上で
研究上の課題を指摘して、本論文の意義を示した。最後に本論文の構成について述べ、本
論文において主要な資料とする「関帝文献」を提示した。厖大な数に上る「関帝文献」の
うち、本論文で主要資料とするのは、『漢前将軍関公祠志』『関聖帝君聖蹟図誌全集』『関聖
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陵廟紀略』『聖蹟図誌』『関帝志』『関帝事蹟徴信編』『関帝全書』の七種である（いずれも
魯愚等編『関帝文献匯編』〔国際文化出版公司、1995年〕に所収）。 
第一章では、「関帝文献」の内容（篇）のうち、「本伝」篇と「翰墨」篇を扱う。「本伝」
篇は関羽／関帝の伝記であり、ほとんどの「関帝文献」に見える。「翰墨」篇は関羽／関帝
自身が認めたとされる手紙等の詩文を収録している。「本伝」篇と「翰墨」篇は、その内容
を全く異にするが、共に各文献の特質・性格が表れやすい。よって、本章ではこの二種の
篇をまとめて検討対象とする。 
第一節では、各文献の「本伝」篇の内容について比較検討し、その内容の違いを示すと
ともに、そのような違いが生ずるに至った原因を探った。そして、そこからそれぞれの性
格についての類推を試みた。その結果、一口に「関帝文献」の「本伝」篇といっても、関
帝信仰に対して冷静な態度で編纂された史実に比較的忠実なものと、関帝に対する熱烈な
信仰心をもって編纂され、関帝に関する言説をできるかぎり取り込んだものとに二極分化
していることが明らかになった。本論文では前者を〔グループⅠ〕とし、後者を〔グルー
プⅡ〕とした。本論文で扱った文献の中で〔グループⅠ〕に属するのは『漢前将軍関公祠
志』『関聖陵廟紀略』『関帝志』『関帝事蹟徴信編』の四種であり、〔グループⅡ〕に属する
のは『関聖帝君聖蹟図誌全集』『聖蹟図誌』『関帝全書』の三種である。 
第二節では、第一節の結論とは一見矛盾する「本伝」篇の記載について取り上げた。そ
れは、関帝信仰に対して冷静な態度で編纂された史実に比較的忠実なはずの〔グループⅠ〕
の「本伝」篇に見える記載であり、具体的には、関羽／関帝の認めた手紙の引用と、所謂
「単刀会」に関する記載である。本節ではこれらについて検討し、かかる記載があっても
前節の結論が揺るがないことを論じた。なぜなら、これらは史部の文献から引用されたも
のであり、編纂者はこれらを史実と認識していたと思われるからである。 
第一節・第二節で指摘した「関帝文献」の二つの方向性は「本伝」篇以外にもあてはま
るのだろうか。第三節ではそれを「翰墨」篇において確かめる。主な検討対象とするのは
「翰墨」篇に収録される関羽／関帝が自ら認めたとされる手紙である。実際にはこれらの
手紙は後世の偽託であることは疑いないが、偽託であるからこそ、それらを検討すること
により、それぞれの「関帝文献」の性格、そして背後にある関帝信仰について、その一端
を探り出すことができる。具体的には、関羽／関帝の手紙の内容や後人の評、文献ごとの
収録状況の違いなどから、それらの手紙が作られた理由や各種「関帝文献」の性格につい
て考察した。収録される関羽／関帝の手紙の内容は、曹操への降服から劉備との再会に至
るまでと、樊城攻めから死に至るまでに関連するものばかりである。いずれも後世の人が
関羽／関帝の生涯における「汚点」をかばう目的で作ったものと思われる。そして、文献
ごとの手紙の収録状況や各「関帝文献」における「翰墨」篇の有無からは、第一節・第二
節で得た両グループの方向性の違いが、「本伝」篇以外にも反映されていることが明らかに
なった。 
第二章では、「関帝文献」における関帝の容貌について論じた。関羽／関帝の容貌につい
ては、『三国志演義』におけるそれがスタンダードとして一般に定着している。「関帝文献」
においても基本的にそれは踏襲される。「関帝文献」には「聖帝遺像」などと題された関帝
の肖像が収録されるほか、「本伝」篇や伝説を博捜した篇（「霊異」篇などと称される）、関
羽／関帝や関帝廟にまつわる歴代の文人たちの詩文を収録した「芸文」篇にも関帝の容貌
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に関する表現が見える。本章ではこれらのうち、特に関帝の肖像と「芸文」篇所収の詩を
主な資料として、「関帝文献」ならではの関帝の容貌描写の特徴や傾向を探った。 
第一節では、「関帝文献」所収の関帝の肖像にどのような特徴があるのかを探った。これ
らの肖像がすでに関羽像のスタンダードとして普及していた『三国志演義』の関羽像をお
おむね踏襲していること、これらの肖像が静的で文官の趣を持つことから「義」の理想を
体現する関帝の「神格」を表現しようとする明清の知識人の意識が見えること、ひいては
そこに関帝を孔子になぞらえようとする動きが見出せること、「関帝文献」における関帝の
肖像にも明清に流行した人相術の深い影響が見て取れることを示した。 
ただ、「関帝文献」所収の関帝の肖像にも『三国志演義』の関羽の容貌描写との相違点が
ある。それは一部の肖像に七つのほくろがある点である。第二節では、先行研究に見える
諸説や人相術との関係について検討しながら、そのほくろが意味するところを探った。そ
して、七つのほくろは北斗七星が描かれたものであり、北斗信仰において北斗を剣や旗に
描くことで軍事的な力を得ようとしたことから、七つのほくろには青龍偃月刀や赤兎馬な
どと同様に、関帝の武威を強化する意味合いがあることを述べた。 
第三節では、関帝のトレードマークとされるひげについて検討した。『三国志演義』の関
羽像がスタンダードとして普及していた以上、ひげについて「関帝文献」における独自性
を見出すことは難しいため、各文献の「芸文」篇等に収録される関帝や関帝廟にまつわる
文人たちの詩から関帝のひげについての彼らの認識を探った。その結果、これらの詩から
もひげが関帝のトレードマークとして認識されていたことが確認され、中にはひげにまつ
わる伝説の流布時期を傍証する詩もあった。また、詩中に見える「虬髯」という語の意味
の変化を考えた時、それは本来ひげの形状を表す語ではなく、そのひげの持ち主が超人的
な偉大な人物であることを表していることが見て取れた。これらからは、それが図であろ
うと文字であろうと、「関帝文献」における関帝の容貌の表現にも当時の人々の意識がその
まま反映されていることが確認できた。 
第三章では、一部の「関帝文献」に収録される「関帝聖蹟図」について検討した。関帝
は孔子と並び称され、孔子が文の聖人であるのに対して、武の聖人とされるようになるが、
これは時代の推移につれて意図的に操作された結果である。中でも最も顕著な例は、「孔子
聖蹟図」を模倣して「関帝聖蹟図」が制作されたことであろう。「関帝聖蹟図」とは関帝の
生涯を数十幅からなる図で表し、各図に説明の文字を加えたものである。そしてその「関
帝聖蹟図」は「関帝文献」の一、『関聖帝君聖蹟図誌全集』に収められる形で世に出た。そ
こで本章では、「関帝聖蹟図」の成り立ちや、使用されている資料、制作者の意図などにつ
いて考察した。 
第一節では、「関帝聖蹟図」は「孔子聖蹟図」の模倣であり、『関聖帝君聖蹟図誌全集』
は清初における関帝の「儒家化」「聖人化」を推し進める役割を果たしたと指摘する李世偉
「創新聖者：《関聖帝君聖蹟図誌》与関帝崇拝」（王見川・蘇慶華・劉文星編『近代的関帝
信仰与経典：兼談其在新、馬的発展』博揚文化事業有限公司、2010 年）論文を足がかりに
して、『関聖帝君聖蹟図誌全集』所収の「関帝聖蹟図」と「孔子聖蹟図」の関係について考
察した。李氏の論考よりも踏み込んで「関帝聖蹟図」が模倣した「孔子聖蹟図」が呉嘉謨
『孔聖家語図』所収のものであることを特定し、関帝を孔子と同等の地位に引き上げるた
めにその生涯の序盤と終盤のエピソードにおいて集中的に「孔子聖蹟図」の内容を模倣し
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ていることを明らかにした。さらに、「関帝聖蹟図」が基づいた王朱旦「漢前将軍壮繆侯関
聖帝君祖墓碑記」も呉嘉謨本を参照していた可能性を指摘した。 
第一節で取り上げた李世偉氏の論文は、『関聖帝君聖蹟図誌全集』に「歴史化」という特
質があるということも指摘している。そこで第二節では、この指摘の妥当性を、『関聖帝君
聖蹟図誌全集』の中でも「圧巻」とされる「関帝聖蹟図」によって検討した。「関帝聖蹟図」
には確かに史書に由来する要素も見られるが、王朱旦「漢前将軍壮繆侯関聖帝君祖墓碑記」
や『三国志演義』、民間伝説など史書以外に由来する要素を持つ図が圧倒的に多く、また、
これまでに見てきた「本文」篇の傾向や「翰墨」篇の存在、関羽／関帝の手紙の収録状況
とも考え合わせれば、『関聖帝君聖蹟図誌全集』に「歴史化」というベクトルは見出せず、
李氏の指摘が妥当とはいえないことを指摘した。 
「関帝聖蹟図」が『三国志演義』からも多くの影響を受けていることはすでに見てきた。
第二節でも「関帝聖蹟図」における『三国志演義』由来の要素について検討した。しかし、
一方で、「関帝聖蹟図」が『三国志演義』の設定や描写を敢えて採用していない部分がある
ことも事実である。第三節では、「関帝聖蹟図」が『三国志演義』から採用したことと採用
しなかったことのそれぞれについて検討した。『三国志演義』を採用した図においては、関
羽の「忠」「義」「武」「勇」といった点が強調される。また、逆に関羽の生涯における汚点
を払拭するために『三国志演義』を採用している場合もある。一方、『三国志演義』を採用
していない図があるのは、関羽のイメージの悪化や、編纂当時の関係者の立場を考慮した
ためと考えられる。「関帝聖蹟図」は当時の関羽像のスタンダードになっていた『三国志演
義』の関羽像に多大な影響を受けつつも、そのエピソードの採用についてはあくまでも主
体的に選択していることを指摘した。 
結論では、ここまで論じてきたことを総括して「関帝文献」とは如何なるものであるか
を示すと共に、「関帝文献」出版の目的について述べてそれを補強した。 
第一章から第三章まで論じてきたことから浮き彫りになったのは、「関帝文献」やそこに
収録される諸要素には、その制作に関わった人々、またさらにその背後にいる数多の関帝
を信仰する人々それぞれが抱く関帝に対するイメージ、理想とする関帝の姿、関帝に託す
るものなどが込められているということである。ただ、各「関帝文献」を横断的に見ると、
それぞれの編纂者たちの志向には二つの異なるベクトルを見て取ることができ、先述のよ
うに「関帝文献」を〔グループⅠ〕と〔グループⅡ〕に大別することができるのである。〔グ
ループⅠ〕の編纂者たちはあるべき関帝像を史実にできるだけ近づけることによって求め
た。彼らは当時世間に溢れていた出処の不明な俗説を排し、史書に根拠を見出せる要素の
みを採ろうとした。一方、〔グループⅡ〕の編纂者たちは理想とする関帝像を補強するため
の資料を広く集めて採り込んでいった。「翰墨」篇を設けた上で関帝の汚点を拭うために後
人が偽作した手紙を積極的に収録したり、発表当時から非難の多かった王朱旦「漢前将軍
壮繆侯関聖帝君祖墓碑記」とそれに基づく「関帝聖蹟図」を収めたりしているのも、その
ために必須と考えられたからであろう。 
ただ、グループの別に関係なく、双方に共通する志向がある。それは関帝を孔子になぞ
らえようとしたり、関帝の地位を孔子と同等にまで引き上げようとしたりする動き、すな
わち関帝の「儒家化」である。関帝は一般に道教の神として認識されることが多い。しか
し、「関帝文献」に限っていえば、基本的に儒教の力が強いといっていい。そのことは「関
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帝文献」に収録される肖像や「関帝聖蹟図」において関帝を孔子になぞらえようとする動
きがあることから見て取れる。特に〔グループⅠ〕に属する文献は、「本伝」篇の史実化と
いい、関帝の手紙の収録のしかたといい、儒教を奉じる士大夫の価値観が強く出ている。
関帝信仰において、「関帝文献」は孔子と同等の地位にある儒神としての関帝を宣揚するた
めのツールと位置づけることができる。 
かかる「関帝文献」の特徴や関帝信仰における位置づけは、「関帝文献」の出版事情から
も裏づけることができる。「関帝文献」の一つである『関帝事蹟徴信編』の光緒八年序重刊
本は、北京と天津の間に位置する武清県の侯邦典という人物が出版したものだが、この重
刊本に出資した者の一覧を分析すると、武清県を中心に、北京と天津を結ぶ北運河の流域
と、関帝や山西商人の出身地である山西省から出版資金が集められており、その出資者は
山西商人の関わる業種、および侯邦典の経歴と関係のある業種であったことが分かる。関
帝信仰の普及に大きく与ったとされる山西商人は、従来の政治的目的を持った「官」製の
「関帝文献」の出版にも関わっているが、この重刊本は「官」の影が見えない「民」によ
る自主的な出版物である。「民」間におけるかかる動きからは、関帝信仰が生活に深く根ざ
したものとなっていたことが改めて確認でき、それゆえに「数年の精力を尽くし、調査・
校訂し（竭數年之精力、參覈考訂）」（侯邦典自序）た良著たる『関帝事蹟徴信編』が普及
していないことに歯がゆさを覚え、精確で詳細な関帝の事蹟を伝えなければならないと考
える出版者の志が見て取れる。これがこの重刊本の出版目的の一つである。また、『関帝事
蹟徴信編』は先述の〔グループⅠ〕に属し、儒教を信奉する士大夫の価値観がより強く打
ち出されている。侯邦典がこれを普及させようと考えたのは、四書を翻刻したこともある
彼自身が同じ価値観を持っていたからであり、巷にあふれていた道教神としての関帝のイ
メージに疑問を抱いて儒神としての関帝像を普及させようと考えたからであろう。これが
第二の、そしてより重要な目的だったと考える。 
『関帝事蹟徴信編』の「民」間における出版は、儒釈道の三教が混合的になっていた清
代とはいえ、関帝を道教神から脱却させ、儒神としての関帝を宣揚しようとする「民」に
おける動きである。士大夫の価値観に基づいた関帝の歴史回帰の志向は、〔グループⅠ〕の
文献を編纂した名や地位のある士大夫によって進められたが、清末になるとその志向は民
間にまで浸透していた。〔グループⅡ〕のように俗説や道教的要素を持った「関帝文献」も
多くあるが、それらも「関帝聖蹟図」に代表されるように儒教的な要素を強く持ち、前述
のように「関帝文献」は全体にわたって儒教寄りである。かかる特徴を持つ「関帝文献」
の存在は、道教神としての関帝理解に一石を投じるものであるといえよう。 
